
「読書週間（10/27～11/9）」の取組   

学校名（ 生駒市立生駒中学校 ）
実施日 及び

実施期間
平成３０年１０月３０日（火）～１１月３０日（金）

実施内容
タイトル「本をたくさん読もう！」

生駒中学校では、たくさん本を知ってもらい、読んでもらえたらという思いで、

図書委員会を中心に二つの取組をしました。

まず一つ目に、図書室に多くの人が行きたいと思ってもらえるように、図書室内

にプラネタリウムコーナーを設けました。黒画用紙に星やハートなどの形を切り抜

いたり、穴をあけたりし、天井の電気の光を通すように、黒画用紙を貼りつけまし

た。ゆっくりと天井を眺め、癒されてもらえたらと思います。近くには星に関する

本コーナーも準備しました。

二つ目の取組は、給食の時間に図書委員が、自分のおすすめの本を１冊紹介する

という取組です。第一回目は１１月１日でした。自分のクラスで発表したり、３年

生が１年生の教室へ紹介しに行ったりと、少し緊張感がありました。第二回目は１

１月１５日です。紹介された本を図書室に入ってすぐの場所に置いてあります。

生徒の様子

プラネタリウムコーナーがあると聞き、図書室に来た生徒もいました。普段はあ

まり顔を見ないような生徒も図書室に来ました。プラネタリウムコーナーは椅子の

並びが円形になっているので、友達と楽しく過ごしています。

おすすめの本として紹介された本については、手にとって見たり、借りたりする

生徒がいました。

取組後の変容

（子ども・家庭・教師）

図書室にあまり来ることがなかった生徒も図書室に来てくれていました。図書委

員が紹介した本を借りている生徒もいました。図書室には毎日５０人ほど生徒が訪

れ、本をゆっくりと読んだり、友達といっしょに話をしたり、穏やかな時間を過ご

しています。

備考



「読書週間（10/27～11/9）」の取組   

学校名（ 生駒市立生駒南中学校 ）
実施日 及び

実施期間
平成３０年１０月２７日（土）～１１月９日（金）

実施内容

①タイトル「日本のファンタジーと海外のファンタジー、あなたは、どっち派？」

11 月 1 日～

玄関入ってすぐ横の別置コーナーに展示。

②タイトル「移動図書館」11 月 8日

各クラスの図書委員が5冊ずつ選んだおすすめの本

と新刊を、図書館から搬出し、渡り廊下に運び、展示。

休憩時間と昼休みに貸し出しを行った。図書委員に

は全員、本をアピールするために POP を作ってもら

った。貸し出しは、貸し出し用紙に記入後、学校司書

が預かり、パソコンでの処理後、次の休み時間に貸し

出すか終わりの会で担任の先生から本を手渡しても

らうという方法をとった。

③タイトル「読書週間のおすすめ本」１１月９日

図書館便り「特別号」を発行。図書委員と学校司書に

よるおすすめ本を紹介。

児童生徒の様子

図書委員もいつもより早く登校し、移動図書館設置の準備を頑張ってくれた。

昼休みだけでなく休み時間にも廊下に立ってくれて利用人数のカウントなどを手

伝ってくれる委員もいた。「これとこれ、読んだわ～。」と友達に薦める生徒や、「こ

れ、読みたかったんです~。」とすぐに借りる生徒、興味をもって立ち読みしていく

生徒、前を通る時にチェックしていたが、他の子に先に借りられてしまった本に予

約をしてほしいと頼む生徒など、なかなか賑やかで楽しい移動図書館となった。図

書委員作成の POPのついている本が貸し出しされることも多く、POP の効果は大

きいようだ。

取組後の変容

（子ども・家庭・教師）

読書週間ということもあり、様々な取り組みをすることで、読書への関心が少し増

したのではないだろうか。今年度は、移動図書館の設置をレイアウトも含め、委員

とともにすることで、図書館の存在をアピールする重要性を理解してもらえたかも

しれない。移動図書館では、先生方も、興味を持って、生徒達に自分の読んだ本を

勧めたり、借りていくように声掛けしてくださっていた。今後も、読書に親しめる

環境をつくるため、工夫していきたい。

備考



「読書週間（10/27～11/9）」の取組   

学校名（生駒市立生駒北中学校）
実施日 及び

実施期間
平成３０年１０月２３日（火）～１１月１６日（金）

実施内容
タイトル「クイズで楽しみながら読書の幅を広げ

よう！」

「書き出しクイズ」をしました。

中学の図書委員が自分のお気に入りの本を 1冊ずつ持ち寄り、冒頭の１～数行を一

覧表にして問題にしました。書き出し部分からその本の題名と作者を当てるクイズ

です。カフカの『変身』や有川浩の『図書館戦争』など難しい本もあり、各問題と

ヒントを図書室のあちこちに 1問ずつ貼りだしました。更に毎週ヒントを追加して

いきました。

全問正解者には、図書委員が手作りしたしおりをプレゼントします。図書委員会の

時間を使って、マスキングテープで作りました。

中学生向け図書館だよりで告知し、解答用紙も添付しましたが、予想に反して最初

参加したのは小学生の方でした。

「クイズ」と聞くとやりたくなってしまうらしく、まず小学 5年生が挑戦し始め、

小学 3 年生、小学 2 年生までもが参加しました。5 年生、3 年生は参加した人みん

な正解までたどり着きました。

期間の後半からは中学 1年が全学年挙げて参加してくれました。書架の間を本を探

して歩き回り、楽しく過ごしてくれました。

児童生徒の様子

小学生は普段あまり入っていかない中学生向き文学の書架の間を

回ってヒントを探したり、先生や学校司書にヒントをねだったりして

楽しくクイズを解いていました。特に 5年生は休み時間ごとに図

書室に来て一生懸命本を探していました。本が見つかって冒頭部

分を確かめているときは、本当にうれしそうでした。

取組後の変容

（子ども・家庭・教師）

ヒントから本の内容を想像して題名を考えたり、冒頭部分を読んだりしているうち

に気になってしまい、その本を借りていった児童もありました。

小中一貫校の図書室のメリットの一つとして、蔵書の幅広さがあります。特に小学

校高学年にとっては読みたい子はどんどん中学校蔵書の本を借りることができま

す。今回はからずも小学生の参加が多かったですが、中学校蔵書の書架にも親しん

でもらってよい効果が上がったと思います。

備考



「読書週間（10/27～11/9）」の取組   

学校名（ 生駒市立緑ヶ丘中学校 ）

実施日 及び

実施期間
平成３０年１１月５日（月）～１１月１６日（金）

実施内容
ﾀｲﾄﾙ「図書館クイズ「この人は誰だ？」

教科書等でおなじみの 8人の作家、詩人の名前当てクイズを図書館前の廊下に掲

示しました。８つのクイズには、それぞれの作家の顔写真とともに、1 年生の図書

委員作成のヒントが 3つ添えられています。図書委員には、クイズを作るにあたり

当館所蔵の人名辞典で自分の担当する人物について調べてヒントを考えてもらいま

した。

「法律事務所で働いていた」、「源氏物語の現代語訳に 3回挑戦した」、「テレビア

ニメ「鉄腕アトム」の主題歌の作詞をした」などなど・・知る人ぞ知るヒントがな

らびました。3 つ目にヒントは作家の代表作の書名にしました。特別ヒントとして

館内には目立つ場所に代表作を並べて、参加者全員が全問正解できるようにしまし

た。参加してくれた人には、今年の読書標語「ホッと一息、本と一息」の文字をい

れた当館特製の文庫本用ブックカバー（紙製）を進呈。2 種類の柄を用意して好き

な方を選んでもらいました。

児童生徒の様子

クイズの実施は、昇降口の掲示板とともに図書館だより 11 月号で告知していた

ので、初日から図書館のヘビーユーザーの生徒たちがクイズに取り組んでくれまし

た。友達がもらったブックカバーを見て自分ももらいたいからと参加してくれる生

徒もいました。2 種類ともブックカバーをもらうにはどうしたらいいかを尋ねてく

る生徒が出現し、来年度に向けて図書館クイズの出題方法を再検討しようと思いま

した。

取組後の変容

（子ども・家庭・教師）

普段から図書館に通ってくる生徒が興味をもってクイズを解いていました。図書

館前の廊下にクイズを掲示することで、生徒が集まり、話題にしていました。国語

便覧等に載っている作家もクイズに出されているので、国語の話題としても取り上

げることができました。

備考



「読書週間（10/27～11/9）」の取組   

学校名（ 生駒市立鹿ノ台中学校 ）
実施日 及び

実施期間
平成３０年１０月２３日（火）～１１月１６日（金）

実施内容
タイトル「楽しみながら読書の幅を広げよう」

○おみくじを作りました。

約１５０種類の文面を学校司書が作り、それぞれにお薦め本

のタイトルと作者名を添えました。

図書委員がおみくじをくるくる巻いてマスキングテープで

留めるという作業をしてくれました。

箱は図書委員会担当の先生が作ってくださいました。

○図書館アンケートを実施しました。

読書時間や 1か月に読む本の数、図書室への来室回数、

好きな作家など７項目に渡って回答してもらいました。担任の先生が各クラスで実

施してくださいました。

結果は集計して、図書館便りで報告しています。図書室への要望にも丁寧に答えて

いきます。早速要望にあった古い返却期限票入れの箱をカウンターに置き、前月の

一番人気の本を図書室の目立つ場所に展示しました。

入れてほしい本や、人気の高かった作家の本の購入も検討しています。

各学年の人気作家を得票数と共に図書室前に張り出しました。

○図書委員にお薦め本とお薦めコメントを書いてもらい図書館便りに載せ、便りと

共に本を図書室内に展示しました。

児童生徒の様子

おみくじは大盛況でした。毎日おみくじを引くためだけに図書室に通ってくる生徒

もいました。おみくじに書かれたおすすめ本を探す生徒もいたようです。

「これ、僕が要望しました」と、古い返却期限票入れを指さして生徒が言いました。

やはり自分の要望が実現するとうれしいようです。

人気作家の表の前では何人も足を止め、友だちと話している様子が窺われました。

「○○さんが薦めている本だ」と貼りだした図書館便りの前で本を手に取っている

生徒たちもいました。

取組後の変容

（子ども・家庭・教師）

先生方にもおみくじを引いてもらい、盛り上がりました。おみくじで薦めた本を読

んでみようかと言ってくださった先生もおられました。

図書委員が薦めた本には注目が集まり、よく貸し出されています。

データがわかる過去 7年間で、10月としては最高の貸出冊数になり、11月も 12日

の時点で早くも前年の貸出冊数を超えています。

備考



「読書週間（10/27～11/9）」の取組   

学校名（ 生駒市立上中学校 ）
実施日 及び

実施期間
平成３０年１０月１９日（金）～１１月９日（金）

実施内容
①「図書委員による本の買い出し」

図書委員とともに近隣の書

店に出かけ、本の買い出しを

行った。購入した本はその後、

「図書委員が買い出しで選ん

だ本」と題して図書室で特集

展示した。

②「図書室だより

の発行」

図書室だよりを「読書週間特大号」と題し、読書週間の成り立ちや今年の標語、

図書委員の買い出しなどについてお知らせした。また、文化発表会での取り組み（図

書委員によるクイズラリー）の様子や、２年生の職場体験前に実施したブックトー

クの様子、一学期に実施した読書アンケートの集計結果なども掲載した。

児童生徒の様子 図書委員による本の買い出しでは、事前に「図書室の本としてふさわしいものを」

「小説だけでなく色々なジャンルの本を」と図書委員に伝えていたので、よくよく

悩んだ上で本を選んでいた。その後の特集では本がよく借りられている。

取組後の変容

（子ども・家庭・教師）

「図書委員が買い出しで選んだ本」の特集コーナーは、普段あまり手に取られない

ジャンルの本でも、同年代が選んだ本ということで、よく借りられている様子であ

る。

図書室だよりについて、保護者ボランティアの方から「読んでいます」「学校で紹

介された本を『読みたい』と子どもに言われ家で購入しました」などの声が聞かれ

た。

備考



「読書週間（10/27～11/9）」の取組   

学校名（ 生駒市立光明中学校 ）
実施日・実施期間

平成３０年９月２１日（金）～１１月９日（金）

実施内容
タイトル「ＰＯＰコンクールの展示」

夏休みの国語の宿題に、1 年生から 3 年生に書いてもらったＰＯＰ（自分のお薦

めしたい本をハガキサイズの用紙にイラストやあらすじ、キャッチコピーを書いて

表現したもの）を展示した。概要は以下の通り。

① 文化発表会（9/21）の教室展示において、各クラスに優秀作品を 10作品、そ

の中からコンクール大賞と佳作を図書委員が選出したものと、学校司書の選

出した学校司書大賞を貼り出す。文化発表会終了後は図書室に来年まで貼り

出される。

② 優秀作品を含め、提出してもらった全ＰＯＰを集計する。ＰＯＰに取り上げ

られた作品のランキングと作家のランキングを出し、昨年のランキングとと

もに図書室内に展示。

（ちなみに作品ランキング 1位は「星の王子さま」サンテグジュペリ著

作家ランキング 1位は東野圭吾だった）

③ 優秀作品に選ばれなかったＰＯＰを図書室に蔵書してある本と併せて展示

「ＰＯＰを見て、その本を読みたくなったら借りていってね」とあおり文句

もいれる。

児童生徒の様子 ① は毎年実施していて、生徒の評判もよい。図書を借りずにＰＯＰだけ見に来る

生徒も多くいる。また、来年のＰＯＰ制作の参考にもしているようだ。

② は今年から始めたが、「なんであの作家がランクインされてないの？」など反応

もあり、見てもらっているようだ。

③ も今年から始めたが、目にとめて「自分のＰＯＰだ」など反応もあり、該当図

書の貸出も期間中 3冊あった。

備考



「読書週間（10/27～11/9）」の取組   

学校名 （ 生駒市立大瀬中学校 ）
実施日 及び

実施期間
平成３０年１０月２４日（水）～１１月９日（金）

実施内容
タイトル「ビブリオバトル模擬と読書クイズ」

① ビブリオバトル模擬

１年生を対象に１０月２４日、３・４時間目に多目的室にてビブリオバトルの

模擬授業を行った。

生駒市図書館から司書の方が２名来校し、バトラーは１年国語担当の教諭

野崎先生と福原先生、生駒市図書館司書の吉田さんの３名で進めた。

ビブリオバトルの説明を聞き、１人５分間の発表・３分間の質疑応答の後に

投票を行った。吉田さんおすすめの『いちご同盟』がチャンプ本に選ばれた。

  〈バトラーと本〉

  野崎先生 『恋文の技術』森見登美彦 著

  福原先生 『校閲ガール』宮木あや子 著

  吉田さん 『いちご同盟』三田誠広  著

ビブリオバトルの後、生駒市図書館司書の春名さんによるブックトークを聞いた。

       『穴』 ルイス・サッカー 著

② 読書クイズ

１０月２６日～１１月９日まで学校司書の出勤する曜日の昼休みにクイズを図書

館内にて実施した。

図書館に蔵書している本の中からの出題で正解者には特製しおりをプレゼント

した。

児童生徒の様子

① ビブリオバトルを見るのが初めてという生徒が多かったが、よく聞いており

質問も活発だった。「楽しかった」という感想を聞けた。

② 昼休みの時間が短いため、ポスターだけの告知だったが参加者は楽しんでいた。

  問題の解答がわからず本を読む生徒がいた。

取組後の変容

（子ども・家庭・教師）

① ビブリオバトル後すぐに本の貸出があり、質問などを受けた。

放課後に図書室に普段見かけない生徒が顔を出した。

② 友達からクイズを聞いた生徒が来館する様子がみられた。

備考 図書館の司書の方、中学校先生方の協力がありスムーズに進めることができた。

観覧にも何人かの先生方が参加してくださり、質問や挙手（投票）などがあり良い

雰囲気の中で進めることができた。

感想文から自分たちが授業でおこなったブックトークとの違いを考える様子や、発

表の仕方について気が付いた生徒の意見が興味深かった。


	

